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------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
いろいろな解決策が考えられるということで、今、野城先生がお話しされたものとは違

った角度でお話ししたいと思います。得られたデータをＩＮＩＥＳというデータベースの

中に取り込むということで、このＩＮＩＥＳをご紹介したいと思います。 

 このＩＮＩＥＳでありますが、これは言ってみれば女性のファーストネームであります。

ちょっとスペイン語的な感覚もありますが、ＩＮＩＥＳという名前の女性が南フランスに

は多くいらっしゃいます。ＩＮＩＥＳというのはデータベースでありまして、いろいろな

情報をここに盛り込んでいるわけでありますが、建築部品が環境や健康にどのようなイン

パクトを与えられているかということであります。このデータベースの目的は、建築家、

あるいはエンジニア、デザイナーに対し、製品を選択するときに手助けをすることであり

ます。それぞれの制約、あるいは自分の考えているデザインを実現するために、どの製品

を選んだらいいかという際には信頼性を考えることが当然必要でありますので、そういっ

た側面では日本のアプローチが役に立つわけでありますが。 

 エコラベル、つまりＩＳＯ１４０２１スタンダードというのがありますが、これは消費

者に直接訴えるものであって、建設の分野のプロでない人たちを対象にしたものでありま

す。ということから、完全にプロを意識したデータベースについてお話しようと思います。

建築部品の目的を明確にしたデクラレーションということであります。国際的なレベルで

十分にすり合わせして合意できるような対応、つまり、スペシフィックな対応を可能にす

るもう一つ別のツールを考えたわけであります。 

 まずこれは、ＢからＣへということではなく、ＢからＢへというプロ同士のコミュニケ

ーションということで、そのコミュニケーションを支えるものとしてのデータベースとい

うことであります。 

 そしてもう一つ、このデクラレーションは、健康そして環境を考慮しているということ

で、ライフサイクルを完全にカバーするという、非常に古典的なものでもあります。 

 ３つ目は、どうでもいいです。エコラベルというのが非常に商業的であり、必ずしもプ

ロ用でないという批判があったということですね。 

 ４つ目が重要であります。決して完璧な製品というものはない。グリーンプロダクト、

そして悪いプロダクトというような分類は決して適当ではないということです。この建物

にはこちらが適切であるが、別の建物には適切ではないかもしれないと。プロダクトには

良い面も悪い面もあって、それをどこで、どのような建物に使うかで善し悪しが決まると

いうことであります。いかにインテリジェントに扱うかということになります。 例えば、

太陽光に弱い製品があるとしますと、その製品自体が問題となるのではなく、どのように

太陽光から保護することができるか、どこに設置するかによっても変わってくると思いま

す。すなわち、置く場所のエフィシエンシーという側面が考えられるわけであります。Ｃ



ＳＴＢでもその他の研究機関でも、エコロジストたちが建物のエコロジーということを主

張し始めて、エコロジカル・ビルディングというのはグリーンプロダクトだけを使った建

物であり、それ以外の建物はよくないというようなことを言ったわけであります。しかし、

グリーンプロダクトであるかないかということではなく、それぞれのプロダクト、製品を

どのようにインテリジェントに扱っているかということが重要なのであって、エコラベル

がついていればエコロジーの問題が解決したということではないと私は強く主張したいと

思います。 

 この３つ目のＪＩＳスタンダードと書いてある部分、ＮＦ Ｐ０１－０１０というのも、

もちろん国際的なレベルにおいて検討するということでＩＳＯのレベルで検討を始めまし

た。フランスでは、産業界とただちに検討を始め、合意を生むようにしたと。当然、商業

的な意味でのすり合わせは不可欠でありまして、そのための作業は行っております。すな

わち、産業界とのすり合わせ、そして科学者、ＣＳＴＢ、それから施工業者との話し合い

です。ジャック・レアさんがＩＳＯのグループで責任者として活躍され、そしてＣＳＴＢ

の理事会のメンバーでもありますので、彼は友人としてよく知っております。ジャック・

レアさんは、建築関係のアクター、プレイヤーたち全体が、すなわちエンジニアも建築家

も、そして科学者もすべて含めた形で共通のスタンダードの設定をすべきだという考えで

あります。ということで、建築関係のプレイヤーはＮＦスタンダードに準じて環境・健康

問題に対処するということで合意を見ております。 

 まず生産の部門においては、ライフサイクルの分析をします。まずトランスポーテーシ

ョンの問題、すなわち工場から建設現場への移送です。建設現場が決まった段階で、それ

を建物にどのように関与させていくか考えます。それから、それぞれの製品は効率という

ものが健康や環境に対し、建物をどのように使うかによって当然変わってきます。そして

建物を解体することもあるだろうし、同時にリサイクル問題にどのように対応するかとい

うことも問題であります。これらが重要な項目かと考えられます。 

 これが一番重要です、ファンクショナルユニットの部分です。これはちょっと面倒な問

題でありました。建築材料というものは、例えば壁をつくるに当たっては１つの建築材だ

けではない。壁というのはサンドイッチのようなものであって、いろいろな材料が壁の中

に入っている。遮音材あるいは断熱材もいろいろであるし仕上げ材も必要であります。ま

た、環境あるいは健康の問題で、断熱材のポリスチレンがどういうような影響を及ぼすの

か。ＦＵというのは、１㎡に対する許容量であります。すなわちそれらを取り入れる根拠

です。科学的な研究、あるいは技術的な観点から見ますと、ＦＵこそ非常に重要なもので

あります。建材中の有害物質、空気中・地中の汚染物質、あるいは廃棄物を考慮する根拠

ということになります。つまり、ＦＵがインパクトインジケータということになります。

壁１㎡が環境や健康に対し、どの程度のインパクトを持つか。何を素材として使うか、ど

のような表面仕上げ材を使うか、どのような装飾を使うかということが重要な検討材料と

なるわけであります。もし、結果が健康上あるいは環境上よくないということであれば、



当然、別の材料を選ばなくてはならないというアプローチになるでしょう。 

 特に健康に対するリスクについてお話しします。健康というのは、実際に建物の中に暮

らす人、使う人の健康です。いま私たちは一つの部屋におりますけれども、この部屋の中

で健康に害を及ぼすようなものがあっては困るわけです。空気中に有害物質はないか、カ

ーペットが何を含んでいるのか、あるいは天井の材料は何なのかということです。有害物

質を放出しない材料などはありませんし、換気することによって完全に有害物質がなくな

るということではなく、むしろ空調によって健康に害がある別の物質が入ってくるかもし

れません。また、水の中のいろいろな有害物質、土壌の中の有害物質、それからいろいろ

なイオンや微生物などもあります。微生物に関連して言えば、様々な菌類、ウィルス、バ

クテリア等が存在するわけです。いろいろな材料が空気と接触するということにより菌が

発生しやすくなるかもしれませんが、逆の効果を持つこともあります。ヒートポンは菌が

喜ぶような環境を作るわけですが、それが発生しないような材料がだんだんと開発されて

いるということであります。 

 前回の会合において、ＶＯＣについてフランスでどのような対応をしているか、皆さん

にご説明しました。フランスの住宅環境はどうかということをアンケートで調査いたしま

した。フランス全土から７００戸を選んで、公害の状態がどうであるか、夏と冬と２つの

シーズンを選んで調査をしましたところ、ＶＯＣだけでなく３０ほどの公害発生物質とい

うものがありました。調査結果は今さらに分析中でありますけれども、それぞれの住居人

の行動というものも考慮しております。建築材料が同じであっても住人が違う、すなわち、

よくベンチレーションを使う住人、使わない住人というように住み方が違うわけでありま

すので、ＶＯＣも当然違ってくるということです。 

 もう一つは居住性であります。素材として非常に環境に良いものを使っていると、健康

にも良いということです。だからといって全く居住性がなければ役に立たないわけです。

医薬品でも同じです。副作用が一番少ないもの、つまり役に立たないものは治療には使え

ないわけです。そういう意味では、居住性も重要だということです。例えば機械特性、理

学特性、化学特性、熱特性、音響特性を備えているかどうかということです。それはデザ

イナーが居住性を確かめるために使うデータであります。 

 現在、およそ５０の製品群があります。環境宣言を行っているグループが５０ほどある

ということです。最初は批判がありました。環境宣言というのがあまりに複雑で、建築家

や建築会社はどうしたらいいか判らないという状態であったわけです。そこで私たちは、

より仕様が簡単な宣言書を作ろうと考え、データベースＩＮＩＥＳを作ったわけです。Ｉ

ＮＩＥＳは、環境宣言書を使うことによって認定を与えるもので、設計などに役立てるよ

うに作られました。データベースはフランスのものですけれども、ほかの国でも使えるよ

うにしたいと思っています。公共権力と都市計画・建築業界の協力を得て作られておりま

す。もちろん企業の協力もいただいて、さまざまな情報提供をデータベースとしておりま

す。アクセスは自由にでき、誰でも使えるものですが、プロのためのデータベースです。



フランスの規格であります。日本のものと同じように、です。だいたい６０ほど今、宣言

書が出ております。それは製品群に相当するわけです。中には環境グロサリーというのも

あります。 

 いろいろな質問も寄せられております。建築家からは複雑過ぎるというコメントがあり

ましたが、これは重要なことです。やはり業界が使うためには複雑にしたほうがいいと私

は思います。業界としては材料に関して、環境に関して、それから健康に関して、簡単に

普通の人に分かってしまってはいけないのです。ですので、ある意味では業界全体で、複

雑に保っておこうというコンセンサスがあります。クラシフィケーションでも、「よい」「ふ

つう」「よくない」という三つのレベルを提案しましたところ、業界のほうでは、そういう

簡単な分析ではだめなのだというのです。もっと３０ぐらいのクライテリアを持った複雑

な分析をしなければならないと。実際にそれを読む側としては解り難い内容になっていま

す。建築家からは自分たちが仕事しやすいような、つまり大胆に選ぶことができるような

環境情報が欲しい、という要望があります。 

 宣言書の中の環境の面でありますけれども、エレメントとしましては、まず環境影響指

標があります。エネルギー消費に関しては、一次エネルギーと再生可能エネルギーとを分

けております。非再生可能エネルギーも使われています。単位はＭＪで、先ほどの機能単

位ＦＵを使っております。ですから、面に関しましては平米当たり幾らということになる

わけです。それから資源消耗率があります。どのように天然資源が減っていくか。減った

資源を補うために、アンチモンに相当して何キロ必要かという表示をしております。それ

から固形廃棄物や気候変動のデータがあります。気候変動はＣＯ２相当量で表示されてお

ります。それから大気酸性度、大気汚染、それから水質汚染の測定に関しするもの。例え

ばあるレベルの大気汚染を測定すると汚染量が出るわけですけれども、このレベル以下の

指標を出すためにはどれぐらいの空気が必要かということを測るわけです。つまり汚染さ

れていれば非常に多くなるということです。そういう計算の仕方をします。それからオゾ

ン層の破壊のデータや、光化学反応性のオゾンについてです。こういう表があるわけです

けれども、私は建築家です（笑）。 

 例えば水が足りないという建物があったとします。そういう場合は、まず水質汚染と水

の消費量を調べます。その水を使わないようにするのか、その水を汚染しないようにする

のか、どちらにプライオリティーを置くかを決めるわけです。あるいは、エネルギー量の

問題が重要になってくるかもしれないし、廃棄物が問題になってくるかもしれないという

ように、何が大切なのか、環境、健康の上で何が基準になるかというのは建物ごとに違う

わけです。水が中心になるか、廃棄物を中心に考えるべきなのか、地域によっても違うわ

けです。 

 次は、今の状況であります。今、４０００人が宣言をしているということです。そんな

にたくさん使われていない初期段階であります。重要なのは情報確認についてです。今の

弱点は、データベースの情報が建築会社の宣言したそのままであるということです。それ



を確認していかなければならないわけですけれども、二つの考え方があります。一つは、

承認制度を設ける考え方です。健康あるいは環境のデータが正しいということを確認して、

承認を与えると。先ほど日本の方からのいろいろな技術的な話がありましたように、宣言

書に書かれている技術的な内容を確認していく方法も必要に思いますので、そういった方

法が使えるかどうか確認してみたいと思います。それからもう一つは、リスクがあるじゃ

ないかと言われるかもしれませんけれども、建設会社同士で調べるという方法があります。

競争が厳しいですから、ライバルが調べれば意外に間違いはないということです。 

 それから、設計ツールとして使えるよう、より使いやすいものにしていく必要がありま

す。また、これからこのＩＮＩＥＳの英語版データベースを作っていきたいと思っていま

す。スライドが英語ですけれども（笑）。 
 


